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給食食材の価格高騰分を負担

新
教
育
長
に
青
木
芳
弘
氏

人事
案件

人事案件１件、議案３件が提  出され、いずれも可決されました。

料金を６か月間無料に

　

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
教
育
長
を
務
め
ま
し
た
阿
佐
見
純
氏
が

６
月
30
日
で
退
任
し
ま
し
た
。
後
任
の
教
育
長
に
前
榛
東
中
学
校
長

の
青
木
芳
弘
氏
の
任
命
が
提
出
さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

�

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

青
あお

木
き

　芳
よし

弘
ひろ

 氏

　昭和 59 年度から村内外の教
育現場に携わり、25年間本村の
教育関係に尽力。平成 28 年度
に村教育委員会事務局長、平成
29 年度に榛東中学校長へ着任、
令和４年３月末に定年退職。

社
会
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
、
教
育
も
転
換
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
教
育
の
責
任
の

重
さ
を
自
覚
し
、
こ
れ
ま
で

の
教
育
委
員
会
が
積
み
上
げ

て
き
た
迅
速
な
危
機
管
理
体

制
を
継
続
し
、
村
長
部
局
と

の
連
携
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

任期  
令和４年７月１日から
令和６年５月28日まで
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６月28日  令和４年  第４回臨時会

可決された補正予算の主な事業

人事案件１件、議案３件が提  出され、いずれも可決されました。

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、食費等の物価
高騰等に直面する低所得の子育て世帯に対し支給される、国の特別
給付金に加え、３万円を上乗せで給付

国の 低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別
給付金の対象者に３万円を上乗せで給付　885万円

低所得の
子育て世帯に

コロナ禍で出産を迎えた世帯への支援と子どもの健やかな育ちを応
援するため令和４年度に誕生した新生児１人につき10万円を給付

令和４年度も新生児１人10万円を給付　1100万円出産世帯に

食材の高騰の影響から、保護者の給食費の負担を増やさず、これまで
どおりの給食が提供できるよう、本年７月から来年の３月まで、村内
の保育園、こども園、幼稚園、小中学校の給食の食材購入費を支援

給食食材の価格高騰分の食材購入費を負担　859万円保護者の負担を
減らすため

原油・物価高騰の影響を受ける生活者や事業者を支援するため、家
庭及び事業所の上水道料金のうち基本料金分（一般地域1100円）
を６か月間免除。詳しくは広報しんとう８月号をご覧ください。

上水道料金のうちの基本料金を６か月間無料　3924万円水道利用者の
皆さんに

（万円未満は切り捨て）

コロナ禍の
原油価格・物価高騰対策
� として水道の基本

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金とは…児童扶養手当受給者または新型コロナウイルス感染症の
影響により家計が急変した低所得のひとり親世帯とともに、令和４年度分の住民税均等割が非課税の子育て世帯等に対して、
国が児童１人当たり５万円を給付する事業。一定の条件を満たす場合以外は申請が必要です。
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で取得できるよう改修

　

第
２
回
定
例
会
は
６
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
５
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
議
案
７
件
、
報
告
３
件
が
提

出
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う

�

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
修

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

令
和
４
年
度
一
般
会
計

�

（
第
３
号
）

1195万8千円

増 額

　

主
な
内
容
は
、
国
庫
補
助
金
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

導
入
に
よ
る
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
修
と
保
育
園
や
こ
ど

も
園
、
学
童
保
育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
に

係
る
手
当
の
増
額
で
す
。
ま
た
、
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給

与
費
等
の
増
減
や
一
部
経
費
に
つ
い
て
の
増
額
で
す
。

補正
予算

戸籍情報システムの改修で戸籍データを全国の自治体で利用可能に
（利用開始の時期は広報しんとう等でお知らせします）
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戸籍証明書が全国の役所

女
子
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の

早
期
締
結
に
向
け
た
検
討
の

推
進
を
求
め
る
意
見
書

�

《
全
員
賛
成
》

委
員
会
で
全
部
修
正
し
た

�

意
見
書
を
可
決

　

昨
年
の
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
発
議
が
提
出
さ
れ
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
委
員
会
に
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
意
見
書
名
及
び
内
容
を
全
部
修
正
し
た
修
正
案

を
可
決
し
、
本
会
議
で
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

令和４年　第２回定例会

人事
案件

発議
修正

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
山
本
氏

教
育
委
員
会
委
員
に
小
林
氏

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
岩
田
喜
代
司
氏
の
任

期
が
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た
に
山
本
比
佐
志
氏
の
委
員
の
選

任
が
提
出
さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。�
《
全
員
賛
成
で
同
意
》

　

教
育
委
員
会
委
員
の
湯
浅
耕
作
氏
の
任
期
が
満
了
と
な
る

た
め
、
新
た
に
小
林
久
行
氏
の
委
員
の
任
命
が
提
出
さ
れ
、
同

意
し
ま
し
た
。�

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

山
やま

本
もと

比
ひ

佐
さ

志
し

 氏

令和４年７月１日から
令和７年６月30日まで

任期

小
こ

林
ばやし

　久
ひさ

行
ゆき

 氏

令和４年７月１日から
令和８年６月30日まで

任期

発議
（原案）

「女子に対するあらゆる形態の差別の
撤廃に関する条約の選択議定書の批准
及び国内法制の整備を求める意見書」
� 提出者　中島由美子

修正案 「女子差別撤廃条約選択議定書の早期締
結に向けた検討の推進を求める意見書」

修正案が全会一致で可決
国会などに提出

原案の意見書名及び内容を全部修正した案を可決
理由・原案の記載内容の情報が最新ではないこと

・政府の審議の様子の時系列が順不同でわかりづらいこと
・日本が批准していない理由や背景を調査し、「批准」の
ためにはそれ以前に我が国の司法制度や立法政策との
関連の問題などの課題の解決が必要ということ

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

本会議

の解説は、P６へ
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第２回定例会の議案の審議結果
〇 × 欠 退 除 －
………………
賛
成

反
対

欠
席

退
席

除
斥

議
長

件名と主な内容

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12

議決結果

齊
藤
　
将
史

須
田
　
仁
美

三
俣
　
　
実

波
多
野
佐
和
子

中
島
由
美
子

生
方
　
勇
二

善
養
寺
　
孝

小
野
関
治
義

清
水
　
健
一

小
山
　
久
利

南
　
　
千
晴
　

議
　
　
　
　
　
　
　
　
案

第38号
固定資産評価審査委員会委員の選任…任期満了に伴う固定資産
評価審査委員会委員の選任

同意
賛 10・反 0

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第39号 教育委員会委員の任命…任期満了に伴う教育委員会委員の選任
同意

賛 10・反 0
〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第40号
榛東村介護保険条例の一部を改正する条例の制定…新型コロナ
ウイルス感染症の感染者に対する、介護保険料減免措置の対象
期間を延長するための所要の改正

可決
賛 10・反 0

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第41号
榛東村中小企業制度資金借入金利子補給特別措置条例の一部を
改正する条例の制定…中小企業制度資金借入金利子補給特別措
置の対象要件について、一定の要件を加えるための所要の改正

可決
賛 10・反 0

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第42号
榛東村学校給食センターの設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定…学校給食センターの位置を、新たな建設
予定地の位置に改めるための所要の改正

可決
賛 10・反 0

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第43号
令和４年度榛東村一般会計補正予算（第３号）…歳入歳出予算
の総額に1195万８千円を加え、総額を63億1362万円とする

可決
賛 10・反 0

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第44号

令和４年度榛東村下水道事業会計補正予算（第１号）…下水道
事業収益の収入予定額に62万３千円を加え、総額を５億5265
万６千円とし、下水道事業費用の支出予定額に62万３千円を
加え、総額を４億3518万円とする

可決
賛 10・反 0

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

報
　
告

第２号
専決処分について（令和４年度榛東村一般会計補正予算（第２号））【委任専決】…一般会計歳入歳出予算の総
額に2397万２千円を加え、総額を63億166万２千円とする

第３号 令和３年度榛東村繰越明許費繰越計算書…令和４年度へ歳出予算を繰り越した経費について、規定に基づき報告

第４号 法人の経営状況…榛東村土地開発公社、決算報告

※議長は採決に加わらないため「－」で表示

固定資産評価審査委員会委員とは…土地や建物の登録された価格（評価格）についての不服を審査し、決定する職務です。
村の定数は３人で、任期は３年です。

教育委員会委員とは…教育や学術、文化に関して識見を有する人で、教育行政の振興に携わる職務です。村の定数は４人で、
任期は４年です。

用語
解説
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齊藤　将史 議員
１ 子宮頸がんワクチン接種は
２ 南分署の移転による村への影響は
３ 災害時の非常時電源確保は

P ９

南　　千晴 議員
１ 香害や化学物質過敏症の周知を
２ 不妊症・不育症治療費の助成事業の継続を
３ 新保育園の開設時期と幼稚園における仕事

との両立支援は
４ がん患者の支援のためウィッグ等の購入費の補助を
５ 電動型生ごみ処理機や小枝粉砕機も補助対象に

P10

村政を問う
一般質問に５人登壇

　定例会において、各議員が住民の代表として行財政全般にわたり村当局の考え方や疑問をただすことです。単に
疑問を晴し事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一 般 質 問 と は

６月６日　開会初日

須田　仁美 議員
１ 70年先を見据えた自然環境の保全は
２ 家庭ごみの分別収集の現状と今後は
３ 第６次総合計画『人と文化を育む村づくり』の推進は
４ 小中学校の学びの推進に向けて
５ 通学路危険箇所等の改善、対策は

P11

中島由美子 議員
１ 住民の村政参加は自治基本条例の制定で
２ 水出配水路旧管の撤去は
３ 水質調査の結果と対応は
４ ふるさと納税での控除適用は
５ ＳＤＧｓ未来都市の応募と総合戦略は

P 12

生方　勇二 議員
１ 新型コロナワクチン接種の４回目は
２ マイナンバーカード普及の取り組みは
３ 鉄鋼スラグが搬入された経緯は
４ 英語など学力向上の取り組みは

P ８

紙面の都合により、質問の内容を要約してあります。
会議録の詳細は、榛東村議会のホームページに掲載します。 榛東村議会

クリック
上記のＱＲコードを読み取ると

「一般質問一覧表」のページが
開きます
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３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
勧
め
て

き
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で

の
接
種
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長　

村
の
接
種
率
は

１
・
２
回
目
は
80
％
台
で
、

３
回
目
は
60
％
台
で
す
。

国
や
県
よ
り
高
い
で
す

が
、
若
年
層
の
感
染
者
が

増
加
し
て
い
る
の
で
接
種

を
検
討
し
て
ほ
し
い
で
す
。

接
種
控
え
が
懸
念

さ
れ
ま
す
が
、
第

４
回
目
接
種
の
予
定
は
い

つ
で
す
か
。

健
康
保
険
課
長　

２
月
ま
で
に
３
回

接
種
し
た
60
歳
以
上
の
方

へ
接
種
券
を
送
付
し
ま
し

た
。
基
礎
疾
患
等
を
有
す

る
方
は
、
本
人
か
ら
の
申

請
に
よ
り
接
種
券
を
送
付

し
ま
す
。
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
し
ま
す
。

平
成
24
年
に
設
計

金
額
５
千
万
円
超

の
旧
榛
名
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
跡
地
造
成
工
事
が
、

指
名
競
争
入
札
で
は
な

く
、
村
で
工
事
の
実
績
が

な
い
業
者
に
一
者
だ
け
の

随
意
契
約
で
発
注
し
、
有

害
物
質
を
含
む
鉄
鋼
ス
ラ

グ
砕
石
が
搬
入
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
村
の
対
応
は

正
し
か
っ
た
の
か
、
契
約

の
経
緯
を
説
明
し
て
く
だ

さ
い
。

企
画
財
政
課
長　

村
か
ら
特
定
の

一
者
に
依
頼
書
を
送
付

し
、
設
計
金
額
の
一
割
程

度
（
５
２
５
万
円
）
の
見

積
書
が
業
者
か
ら
提
出
さ

れ
、
工
事
請
負
契
約
が
締

結
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

政
府
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
に
向
け
て
、
新
規
取
得

お
よ
び
健
康
保
険
証
や
銀

行
口
座
の
利
用
登
録
な

ど
、
計
２
万
円
分
の
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
村
で
も
こ
の
特

典
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
。

ま
た
、
活
用
等
に
つ
い
て

の
今
後
の
対
応
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
請
す
る
こ
と
で
、
特

典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

企
画
財
政
課
長　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
な

ど
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

シ
ス
テ
ム
の
構
築
費
用
も

多
額
で
あ
り
、
課
題
が
あ

る
た
め
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
英
語

教
育
実
施
状
況
調

査
で
群
馬
県
が
全
国
で
２

位
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

村
の
成
果
の
概
要
と
そ
の

他
の
学
力
や
人
間
性
の
向

上
に
向
け
て
の
教
育
長
の

考
え
は
ど
う
で
す
か
。

教
育
長　

英
語
教

育
は
平
成
29
年
度

に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
２
名
に
増
や

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
１

人
１
台
端
末
を
英
語
の
授

業
で
活
用
し
、
英
語
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。
全
体

の
学
力
の
向
上
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
も
活
用
し
、
村
全
体

と
し
て
同
一
歩
調
で
指
導

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
人
間
性
の
向
上
は
行

事
や
部
活
動
な
ど
、
学
校

教
育
活
動
の
す
べ
て
に
お

い
て
養
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

問問

問問

問問

問問

問問

答答

答答

答答

答答

答答

答答

コロナワクチンの４回目接種は
広報やホームページで周知

生
うぶ

方
かた

勇
ゆう

二
じ

議 員

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

�

４
回
目
は

鉄
鋼
ス
ラ
グ
が
搬
入
さ
れ
た
経
緯
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の

�

取
り
組
み
は

英
語
な
ど
学
力
向
上
の
取
り
組
み
は

一
般
質
問	

生
方
勇
二 

議
員

鉄鋼スラグが搬入されたしんとうソーラーパーク
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南
分
署
の
移
転
に

よ
り
火
災
対
応
及

び
救
急
搬
送
の
レ
ス
ポ
ン

ス
タ
イ
ム
に
変
化
は
あ
り

ま
す
か
。

総
務
課
長　

本
村

お
よ
び
吉
岡
町
の

運
用
効
果
は
向
上
し
て
い

ま
す
。

村
内
に
点
在
す
る

ソ
ー
ラ
ー
発
電
施

設
を
非
常
時
電
源
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
は
可
能
で

す
か
。

総
務
課
長　

東
京

電
力
へ
確
認
を
し

ま
し
た
。
送
電
施
設
が
被

害
を
受
け
た
場
合
に
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は

物
理
的
に
不
可
能
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
非
常

時
に
使
用
す
る
た
め
に

は
、
別
に
自
分
が
営
む
自

営
線
を
敷
設
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
自
営
線
を
敷
設

し
た
場
合
に
は
、
電
力
会

社
の
売
電
が
行
え
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

挙
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
内
容
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
村
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

村
長　

私
の
方
で

は
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
医
療
の
専
門
機

関
の
方
で
研
究
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
男
性

の
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
て
、

ワ
ク
チ
ン
を
打
て
ば
効

果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

は
っ
き
り
す
れ
ば
、
県
で

も
国
で
も
、
実
施
す
る
よ

う
に
言
う
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
今
の
時
点

で
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

一
般
質
問	

齊
藤
　
将
史 

議
員

齊
さい

藤
とう

将
まさ

史
し

議 員

国
は
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

積
極
的
勧
奨
を
再
開
す
る

と
決
め
ま
し
た
。
村
の
役

割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

す
か
。

健
康
保
険
課
長　

対
象
年
齢
で
あ
る

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
ま
で
の
女
子
へ
個
別

通
知
を
発
送
し
ま
し
た
。

平
成
９
年
度
生
ま
れ
か
ら

平
成
17
年
度
生
ま
れ
の
方

で
、
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の

方
た
ち
に
対
し
て
、
本
年

４
月
か
ら
令
和
７
年
３
月

末
ま
で
の
３
年
間
を
公
費

で
接
種
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。
対
象
者
に
は
個
別

に
通
知
を
し
て
、
希
望
者

が
接
種
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

な
ぜ
女
性
だ
け
が

こ
の
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
、
性
交
渉
に

よ
っ
て
発
症
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
男
性
が

ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

わ
け
で
す
。
な
の
で
、
女

性
だ
け
で
な
く
男
性
も
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
村
が
県
や
国
に

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

問問

問問

答答

答答

答答

答答

子宮頸がんワクチン接種の対応は
対象者に個別に通知

積極的勧奨が再開された子宮頸がんのリーフ

問問問問 南
分
署
の
移
転
に
よ
る

�

村
へ
の
影
響
は

災
害
時
の
非
常
時
電
源
確
保
は

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
と
は
…
性

経
験
の
あ
る
女
性
で
あ
れ
ば
50
％
以
上
が
生
涯
で
一

度
は
感
染
す
る
と
さ
れ
て
い
る
一
般
的
な
ウ
イ
ル
ス

で
す
。
子
宮
頸
が
ん
を
始
め
、
肛
門
が
ん
、
膣
が
ん

な
ど
の
が
ん
や
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
等
多
く
の
病
気

の
発
生
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
近
年
若
い
女

性
の
子
宮
頸
が
ん
罹
患
が
増
え
て
い
ま
す
。（
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
参
照
）
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ウィッグ等の購入補助を
他市町村を参考に前向きに検討

が
ん
の
治
療
に
は

検
査
や
通
院
、
入

院
や
手
術
、
投
薬
等
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
一
部
自
治
体

で
は
、
が
ん
患
者
が
安
心

し
て
療
養
生
活
や
社
会
参

加
が
で
き
る
よ
う
、
医
療

用
ウ
ィ
ッ
グ
や
胸
部
補
整

具
の
購
入
費
用
を
助
成
す

る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
村

で
も
行
う
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。健

康
保
険
課
長　

県
内
で
実
施
し
て

い
る
自
治
体
の
情
報
収
集

を
し
な
が
ら
前
向
き
に
検

討
し
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
有

効
性
や
安
全
性
が

確
認
さ
れ
た
不
妊
治
療
の

保
険
適
用
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
都
道
府

県
が
実
施
し
て
い
る
補
助

金
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

が
、
村
独
自
の
不
妊
症
等

の
助
成
事
業
は
来
年
度
以

降
も
継
続
し
て
実
施
し
て

く
れ
ま
す
か
。

村
長　

過
日
、
内

部
で
引
き
続
き
実

施
し
て
い
こ
う
と
決
め
、

そ
の
方
向
で
や
り
ま
す
。

生
ご
み
処
理
容
器

購
入
補
助
金
は
な

ぜ
電
動
型
は
対
象
外
な
の

で
す
か
。住

民
生
活
課
長　

当
初
は
電
動
型
の

想
定
は
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
他
の
自
治
体

を
参
考
に
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

小
枝
粉
砕
機
も
補

助
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
か
。村

長　

よ
く
調
べ

て
、
検
討
し
て
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

育
の
期
間
は
、
幼
稚
園
在

り
方
検
討
委
員
会
で
総
合

的
に
検
討
し
ま
す
。
今
後

は
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉

え
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り

よ
い
育
ち
に
向
け
て
必
要

な
対
応
を
引
き
続
き
慎
重

に
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
８
月
に
国
が

香
害
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し

た
。
特
に
公
共
施
設
に
お

け
る
社
会
的
な
配
慮
や
理

解
の
た
め
、
村
で
も
周
知

す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
教
育
委
員
会
事

務
局
と
も
相
談
を
し
な
が

ら
周
知
を
し
て
い
き
ま
す
。

問問

問問

問問

問問

問問

答答

答答

答答

答答

が
ん
患
者
の
支
援
の
た
め

�

ウ
ィ
ッ
グ
等
の
購
入
費
の
補
助
を

不
妊
症
・
不
育
症
治
療
費
の

�

助
成
事
業
の
継
続
を

香
害
や
化
学
物
質
過
敏
症
の
周
知
を

電
動
型
生
ご
み
処
理
機
や

�

小
枝
粉
砕
機
も
補
助
対
象
に

南
みなみ

　千
ち

晴
はる

議 員

一
般
質
問	

南
　
千
晴 

議
員

香害とは…化粧品や香水、合成洗剤、柔軟仕上げ剤などに含まれる合成香料、いわば化学物質の匂いによって、不快感や健康へ
の影響が生じることを言います。また、合成香料から化学物質過敏症が誘発されるともいわれています。

答答

幼稚園でも仕事との両立支援の充実を（南幼稚園預かり保育）

新
保
育
園
の
開
所

は
い
つ
で
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

開
所
目
標
は
令
和

６
年
４
月
１
日
で
す
。

村
内
の
保
育
所
は

現
在
も
定
員
以
上

の
入
所
状
況
で
す
。
定
員

割
れ
を
し
て
い
る
幼
稚
園

は
、
慣
ら
し
保
育
や
預
か

り
保
育
が
始
ま
る
期
間
が

課
題
で
す
。
保
護
者
か
ら

も
今
の
状
況
で
は
、
仕
事

と
の
両
立
が
難
し
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
検
討
は
し

て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

預
か
り
保

育
は
必
要
に
応
じ
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
慣
ら
し
保

問問問問 答答 新
保
育
園
の
開
設
時
期
と

�

幼
稚
園
に
お
け
る
仕
事
と
の
両
立
支
援
は

答答
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太々神楽や獅子舞の保存は
補助金を交付し周知方法も検討

村
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
を
一
丸
と

な
り
保
護
し
て
い
く
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

保
存
会
へ

活
動
費
補
助
金
、
保
存
事

業
費
補
助
金
等
の
交
付
の

他
、
周
知
活
動
と
し
て
伝

ま
す
。
今
後
も
村
広
報
紙

や
ご
み
収
集
計
画
表
を
活

用
し
、
ご
み
出
し
ル
ー
ル

の
徹
底
を
啓
発
し
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
長
と
相
談

し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
実
施
す
る
準
備
を
し
て

い
ま
す
。

令
和
６
年
度
か
ら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
包
装
も
分
別
収
集
が
開

始
予
定
と
の
こ
と
で
す
が
、

各
自
治
会
で
設
置
と
管
理

を
し
て
い
る
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
と
、
今
後

の
対
応
は
ど
う
で
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

指
定
袋
に
入
っ
て

い
な
い
ご
み
の
投
棄
が

あ
っ
た
際
は
、調
査
指
導
、

警
告
シ
ー
ル
で
の
周
知
、

注
意
喚
起
の
掲
示
等
を
し

学
習
指
導
要
領
で

決
め
ら
れ
て
い
る

課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
学
習
の
理
解
と
定
着

を
進
め
て
い
ま
す
か
。

教
育
長　

授
業
内

で
全
て
の
子
ど
も

が
習
熟
す
る
こ
と
が
理
想

で
す
が
、
大
き
な
課
題
で

す
。
休
み
時
間
や
放
課
後

等
を
利
用
し
た
個
別
の
声

掛
け
、
工
夫
し
た
宿
題
プ

リ
ン
ト
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
で
の
学
習
支
援
ス

タ
デ
ィ
サ
プ
リ
の
活
用
、

ぐ
ん
ぐ
ん
土
曜
塾
や
ぐ
ん

ぐ
ん
サ
マ
ー
塾
な
ど
で
知

識
や
技
能
の
定
着
を
図
っ

て
い
ま
す
。

統
文
化
の
冊
子
の
配
布

や
、
太
々
神
楽
や
獅
子
舞

の
発
表
の
機
会
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域

文
化
へ
の
興
味
関
心
を
よ

り
高
め
る
た
め
、
小
学
校

を
中
心
に
、
伝
統
文
化
教

室
を
開
く
等
広
め
る
方
法

を
検
討
し
ま
す
。

第
６
次
総
合
計
画

に
も
『
自
然
と
安

心
を
守
る
村
づ
く
り
』
と

あ
り
ま
す
が
、
長
期
的
な

自
然
環
境
の
保
全
等
を
考

慮
し
た
行
政
計
画
は
行
わ

れ
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

村
の
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
総
合
計

画
の
中
で
自
然
環
境
に
つ

い
て
計
画
に
盛
り
込
み
、

各
種
政
策
や
将
来
の
計
画

の
参
考
と
し
て
い
ま
す
。

70
年
先
を
見
据
え
た

�

自
然
環
境
の
保
全
は

問問

答答

答答

答答

答答

伝統文化の後継者育成を（宿稲荷神社の獅子舞）

問問

問問

問問

第
６
次
総
合
計
画

『
人
と
文
化
を
育
む
村
づ
く
り
』
の
推
進
は

家
庭
ご
み
の

�

分
別
収
集
の
現
状
と
今
後
は

小
中
学
校
の
学
び
の
推
進
に
向
け
て

通
学
路
点
検
の
後

の
対
策
や
進し
ん
ち
ょ
く捗状

況
は
ど
う
で
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

通
学
路
安

全
点
検
は
一
年
を
通
し
て

対
応
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
22
箇
所
で
合
同
点
検

を
実
施
し
、
施
設
設
備
改

修
に
は
時
間
も
要
す
る
た

め
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
最
優
先
に
考
え
て
通
学

路
の
変
更
、
安
全
教
育
の

強
化
、
見
守
り
活
動
等
の

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問問答答 通
学
路
危
険
箇
所
等
の
改
善
、
対
策
は

一
般
質
問	

須
田  

仁
美 

議
員

須
す

田
だ

仁
ひと

美
み

議 員
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自治基本条例の制定は
計画はなし

中
なか

島
じま

由
ゆ

美
み

子
こ

議 員

一
般
質
問	

中
島
由
美
子 

議
員

村
民
が
村
づ
く
り

に
参
画
す
る
ル
ー

ル
を
明
確
に
し
、
意
見
が

反
映
さ
れ
や
す
く
な
る
自

治
基
本
条
例
の
制
定
は
計

画
し
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長　

現
時

点
で
そ
ち
ら
の
条

例
を
制
定
す
る
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
も
法

令
・
各
種
計
画
に
基
づ
き

行
政
運
営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

榛
東
村
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
総
合

戦
略
の
基
本
目
標
や
施
策

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
や

概
念
を
位
置
付
け
て
い
ま

す
が
、
な
ぜ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
に
応
募
し
て
、
村

の
事
業
を
進
め
な
い
の
で

す
か
。

企
画
財
政
課
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
と
し
て
、
優
れ
た
取
組

で
あ
る
と
国
に
選
定
さ
れ

れ
ば
、
事
業
費
、
財
源
的

に
有
利
に
働
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
事
業
規
模
も

事
業
費
も
大
き
く
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
こ
つ
こ
つ
と
、

こ
の
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

現
在
、
基
準
値
内
で
す

が
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
が
あ
る

限
り
、
県
と
吉
岡
町
と
連

携
を
図
り
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

広
報
し
ん
と
う
１

月
号
に
て
、
役
場

で
他
自
治
体
へ
の
寄
付
金

控
除
を
適
用
す
る
申
告
は

受
付
で
き
な
い
と
あ
り
ま

す
が
、
受
付
し
な
い
と
困

る
村
民
が
い
ま
せ
ん
か
。

税
務
課
長　

他
の

自
治
体
へ
の
寄
付

に
つ
い
て
、
確
定
申
告
を

行
う
こ
と
で
税
制
上
の
優

遇
を
受
け
る
場
合
は
、
相

談
受
付
か
ら
除
外
し
て
お

り
、
村
民
が
困
っ
て
い
る

か
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

上
野
原
地
内
環
境

調
査
で
盛
り
土
部

分
５
カ
所
10
メ
ー
ト
ル
の

コ
ア
抜
き
調
査
で
、
ス
ラ

グ
砕
石
は
な
い
と
報
告
を

受
け
、
平
成
27
年
２
月
の

現
地
湧
水
サ
ン
プ
ル
の

フ
ッ
素
は
地
下
水
基
準
未

満
と
聞
き
ま
し
た
が
、
そ

の
後
水
質
調
査
を
し
ま
し

た
か
。

建
設
課
長　

水
質

調
査
に
つ
い
て

は
、
県
が
地
下
水
の
常
時

監
視
を
１
、
２
カ
所
実
施

し
、
吉
岡
町
で
は
滝
沢
川

の
水
を
上
水
道
で
利
用
し

て
い
る
た
め
、
県
が
毎
年

調
査
を
行
い
、
村
は
結
果

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

水
出
配
水
路
旧
管

が
現
存
し
て
い
ま

す
が
、
計
画
で
は
ど
う
い

う
考
え
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

水
出
配
水
管
の
旧

管
の
撤
去
の
計
画
は
確
認

し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
も
そ

も
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

の
管
理
、
整
備
は
村
で
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
詳

細
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

問問問問

問問

問問 問問

答答

答答

答答

答答

答答

住
民
の
村
政
参
加
は

�
自
治
基
本
条
例
の
制
定
で

水
出
配
水
路
旧
管
の
撤
去
は

水
質
調
査
の
結
果
と
対
応
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の

�

応
募
と
総
合
戦
略
は

ふ
る
さ
と
納
税
で
の
控
除
適
用
は

鉄鋼スラグが搬入された旧榛名カントリークラブ跡地
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専決
処分

補正
予算

令
和
４
年
度

一
般
会
計

�

（
１
号
）

条
例
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

�

一
部
改
正

1529万円
増 額

　

専
決
処
分
の
内
容
は
、
令
和
４
年
３
月
31
日
に
地
方
税
法
及

び
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
の
対
象
期
間
が
延
長
さ
れ
た
た
め
の
改
正
で
す
。

令和４年 第３回臨時会 ４月22日

豪雨で崩れた村有林

討
論

�

中
島
由
美
子 
議
員

専
決
に
承
認
で
き
な
い

　

村
民
の
高
所
得
の
一
部
の

方
と
は
い
え
、
議
論
無
く
し

て
専
決
で
63
万
円
が
65
万
円

に
増
額
す
る
こ
と
は
承
認
で

き
ま
せ
ん
。

�

生
方
勇
二 

議
員

法
令
に
基
づ
く
改
正

　

国
の
法
令
に
基
づ
く
改
正

の
た
め
、
村
だ
け
が
こ
れ
に

従
わ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
多
く
の
村
民
に
負
担

が
か
か
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
賛
成
し
ま
す
。

反
対

議案の審議結果
〇
…
賛
成

×
…
反
対

欠
…
欠
席

退
…
退
席

除
…
除
斥

－
…
議
長

件 　 　 　 名
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12

議決結果
齊
藤
将
史

須
田
仁
美

三
俣
　
実

波
多
野
佐
和
子

中
島
由
美
子

生
方
勇
二

善
養
寺
孝

小
野
関
治
義

清
水
健
一

小
山
久
利

南
　
千
晴
　

承
　
　
　
認

第１号 専決処分（榛東村税条例の一部を改正する条例）…地方税法等の一部改正に
伴い、榛東村税条例等の規定内容についての所要の改正

承認
賛９　反 0 ○ 欠 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 － 〇

第２号
専決処分（榛東村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）…地方税法等
の一部改正に伴う改正と、国民健康保険税の減免期間の延長についての所要
の改正

承認
賛 8　反 1 ○ 欠 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 〇

第３号
専決処分（令和３年度榛東村公共下水道事業特別会計補正予算（第３号））…
公共下水道事業特別会計歳出予算の公債費に７千円を加え、総務費から同額
を減じる

承認
賛９　反 0 ○ 欠 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 － 〇

第４号
専決処分（令和３年度榛東村農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号））
…榛東村農業集落排水事業特別会計歳出予算の公課費に76万９千円を加え、
需用費から同額を減じる

承認
賛９　反 0 ○ 欠 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 － 〇

議
案 第37号 令和４年度榛東村一般会計補正予算（第１号）…一般会計歳入歳出予算の総

額に1529万円を加え、62億7769万円とする
可決

賛９　反 0 ○ 欠 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 － 〇

※議長は採決に加わらないため「－」で表示

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
村
有
林
の
法
面
が
崩
れ
、
林
道

に
石
等
が
落
ち
る
た
め
の
補
修
改
良
工
事
で
す
。
ま
た
、
村
内

小
、
中
学
校
の
修
学
旅
行
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
中
止
に

な
っ
た
場
合
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
や
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
バ

ス
の
台
数
を
増
や
す
た
め
の
予
算
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

賛
成

村
有
林
の
法の

り

面
の
改
良
工
事
な
ど

�

《
全
員
賛
成
》

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
と
減
免
期
間
の
延
長

�

《
賛
成
８
人
・
反
対
１
人
》

改
正
内
容

現
行

改
正
後

基
礎
課
税
額
の

課
税
限
度
額

63
万
円

➡

65
万
円

後
期
高
齢
者
支
援
金
等

課
税
額
の
課
税
限
度
額

19
万
円

➡

20
万
円

減
免
に
よ
る
納
期
限
令
和
４
年
３
月
31
日
➡
令
和
５
年
３
月
31
日

減免対象の詳細は広報しんとう
７月号をご覧ください。
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よく見て よく聞き 委員会活動レポ－ト委員会活動レポ－トよく考える

閉会中に調査します
●公園、創造の森の活用について
●有害鳥獣対策について
●ふるさと納税について
●自然災害等の対応について
●その他本委員会の所管に関すること

5/18 1/20

　

災
害
時
の
避
難
所
（
体
育
館

等
）
内
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
の
た
め
に
設
置
す
る
、
段

ボ
ー
ル
製
の
仕
切
り
ス
ペ
ー
ス

と
ワ
ン
タ
ッ
チ
式
簡
易
テ
ン
ト

を
役
場
内
に
設
置
し
て
そ
の
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

４
月
か
ら
今
年
度
の
貸
し
出
し

を
開
始
し
た
、
創
造
の
森
キ
ャ

ン
プ
場
の
現
地
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

総務産業建設
� 常任委員会

災害時避難所用具と
創造の森を視察

閉会中に調査します
●待機児童（保育所・学童保育所）について
●新型コロナウイルス感染症対策について
●学校給食について
●防災中枢機能施設整備事業について
●学校でのＩＣＴ活用について

6/9

4/21 4/27 5/24 6/10

6/14 6/17 7/4 7/7

7/12 7/14

1/20

　

こ
れ
ま
で
、
感
染
症
対
策
の

観
点
か
ら
実
施
を
控
え
て
い
ま

し
た
村
内
施
設
等
へ
現
地
調
査

に
行
き
ま
し
た
。
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
で
は
、
学
校
給
食
を
試

食
し
、
新
た
に
建
設
さ
れ
た
南

部
第
３
学
童
保
育
所
な
ど
学
童

保
育
所
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま

た
、
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
２
年
生
の
授
業
を
視
察

し
、
数
学
、
英
語
、
社
会
の
授

業
で
先
生
や
生
徒
が
授
業
支
援

ソ
フ
ト
を
使
い
こ
な
し
て
い
る

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
他
、
待
機
児
童
の
状

況
等
も
確
認
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

文教厚生
� 常任委員会

中学校のＩＣＴ活用
授業を視察

議会だより99号の
編集

　

新
体
制
に
な
り
、
一
年
が
経

過
し
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
だ
よ

り
の
編
集
に
お
け
る
問
題
点
を

洗
い
出
し
、
検
討
し
ま
し
た
。

入
稿
期
限
の
徹
底
や
写
真
撮
影

の
分
担
等
を
確
認
し
、
２
回
目

と
な
る
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
意
見

を
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
か
を

調
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
導
入

さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使

用
し
、
設
定
や
原
稿
デ
ー
タ
の

入
稿
な
ど
の
操
作
を
共
有
し
、

活
用
し
ま
し
た
。

議会広報
� 常任委員会

閉会中に調査します
●議会だよりの編集について

●議会のホームページの掲載事項に関

　すること
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よく見て よく聞き 委員会活動レポ－ト委員会活動レポ－トよく考える

委員会のオンライン開催や議会
の個人情報保護条例を調査

　

第
２
回
定
例
会
、
第
3
、
4
回
臨

時
会
の
運
営
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

委
員
会
開
催
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
に
つ
い
て
」
お
お
い
町
ち
ょ
う議
会
の
取

り
組
み
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修
し
ま

し
た
。
本
議
会
で
も
村
に
要
望
し
て

い
た
議
会
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
が
、

ま
ず
は
議
会
広
報
委
員
会
で
の
活
用

分
の
購
入
が
決
ま
っ
た
た
め
、
編
集

作
業
等
で
使
用
で
き
る
よ
う
協
議
し

ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
提
供
の
資
料
等
を
確
認
し
、
本

議
会
の
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議会運営
� 委員会

他市町村の条例を調査

　

他
市
町
村
の
い
じ
め
や
差
別
、
人
権
に

つ
い
て
の
条
例
を
調
査
・
比
較
を
し
ま
し

た
。
村
の
特
色
に
応
じ
た
条
例
と
な
る
よ

う
に
、
村
に
合
う
か
を
慎
重
に
検
討
し
て

わ
か
り
や
す
い
条
例
を
作
成
し
て
い
く
こ

と
と
す
る
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、

細
か
く
た
た
き
台
を
作
っ
て
、
協
議
を
進

め
ま
す
。

いじめ問題調査及び
いじめ防止に関する
条例制定を検討する
� 特別委員会

4/21 5/30 6/16 6/23

閉会中に調査します
●議会の運営に関すること

●オンラインでの委員会開催に関すること

●家庭との両立に関する環境整備に関すること

●議員の政治倫理に関すること

●榛東村議会の個人情報保護及び情報

　公開制度の調査研究に関すること

4/21 5/24

　

ハ
イ
パ
ー
Ｑ

－

Ｕ
テ
ス
ト
と
は
…
分

析
の
結
果
か
ら
ク
ラ
ス
の
ま
と
ま
り

が
あ
り
、
活
気
の
あ
る
状
態
で
あ
る

か
、
学
級
が
荒
れ
始
め
て
い
る
の
か
、

学
級
崩
壊
と
な
っ
て
い
る
の
か
等
を

グ
ラ
フ
で
判
別
で
き
る
テ
ス
ト
で
す
。

テ
ス
ト
の
回
答
か
ら
個
・
集
団
を
分

析
。
校
内
の
支
援
体
制
の
構
築
や
子

ど
も
へ
の
関
わ
り
方
の
改
善
に
利
用

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

詳しくは、Ｐ16の学んで生かすべ
研修レポートをご覧ください。

98号の委員会活動レポート内の
「ハイパーQ－Uテスト」って
何ですか？

議会だよりモニターさんの
意見に回答
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議会運営委員会編
オンライン研 修レポート

　おおい町議会は、平成24年から議会ＩＴ化の調査を開始し、平成25年にまずは議会だ
よりのために広報委員会にパソコンを導入しました。その後も調査を続け、令和元年度
に議会と行政同時にタブレットを導入、運用を開始しました。委員会のオンライン会議
は、令和３年度に整備を行い、会議規則や委員会条例、要綱などを整備しています。本
年３月の議会中には、職員が濃厚接触者となり、オンラインで委員会を開催した実績も
あります。導入には、初期費用がかかりますが、年間のタブレット等の維持管理費と印
刷製本費を比較するとほぼ同額となるということです。詳細な事柄や具体的な事例を研
修でき、今後の参考にしていきます。　　　　　　　　　　　　　　　 　（南　千晴)

感染症対策のため議長と委員長
が代表して研修

感染症対策のため議長と委員長
が代表して研修

福井県おおい町議会　オンライン研修　　場所：榛東村役場
ちょう

4/19
タブレット導入とオンラインでの
　　　　　　　　　　　　　委員会開催を学ぶ
タブレット導入とオンラインでの
　　　　　　　　　　　　　委員会開催を学ぶ

Ｒ４

榛東村議会のタブレット導入の進捗状況
タブレット導入は、当委員会で昨年から調査をし、議会だより編集の
効率化とペーパーレス化を目的に議会広報常任委員会での導入を村に
要望していました。６台分が予算化され、６月中旬からタブレットの
活用を始めています。おおい町のように議会と行政両方で導入し、
ペーパーレス化と効率化だけでなく、委員会等のオンライン出席も可
能とすることを目標とし、引き続き調査をしていきます。
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しんとうむら

質　　問
質問や要望のその後を追跡！

質問質問
あの

はどうなったん？あの
はどうなったん？

学校や公共施設で生理用品の無償
提供や設置の検討を

令和４年３月４日　予算審査特別委員会
令和４年度一般会計補正予算に対する要
望事項に「他市町村の状況の調査及び生
理用品の公共施設及や学校のトイレへの
配置の検討」を要望

保健室での無償提供を継続し、各
校での相談体制や指導体制の充実
を図っていきたい

令和３年第２回定例会

そ　の　後
令和４年度から、榛東中学校の一部のト
イレ内に生理用品の無償設置を開始し、
女子トイレのそれぞれの個室に生理に関
する相談案内ポスターを掲示しました。

質　　問
令和２年第４回定例会

そ　の　後
令和３年５月26日の臨時会で補正予算
が可決され、令和３年度に誕生した新生
児にも1人10万円が支給されることにな
りました。

新生児に１人10万円を給付する感
染症対策の出産祝金事業を来年度
以降も継続する考えはないか

コロナの影響はまだつづくと考え
ている。来年度のことは考える

令和４年１月27日　文教厚生常任委員会
令和４年度も出産祝金給付事業を継続す
る要望書を村長に提出

そ　の　後
令和４年６月28日
の臨時会で補正予算
が可決され、令和４
年度に誕生した新生
児にも1人10万円が
支給されることにな
りました。
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榛東村に
関係があるの？

Ｑ
旧榛名カントリークラブ跡地に誘致した『し
んとうソーラーパーク』の造成工事の時に、
環境基準値を超過した有害物質のフッ素が
含まれた鉄鋼スラグを、工事請負業者に勝
手に使用されてしまいました。

Ａ

2016.9 月号
広報しんとう
Ｐ10 参照

どうして問題なの？
Ｑ

環境基準値を超える有害物質のフッ素が原因で、土壌
汚染、地下水の水質汚染により住民の健康被害の恐れ
があるからです。

Ａ

環境への
影響はあるの？

Ｑ
環境基準値を超える有害物質のフッ素が雨などで土壌
や地下水に溶け出したりすることで土壌汚染や水質汚染
の恐れがあります。現在、土壌汚染や水質汚染の被害は
確認されていませんが、今後の影響が心配されています。

Ａ

その後どのように
対応しているの？

Ｑ
議会では『撤去を求める決議』が可決されました。村も
現在、問題解決に向けて全力で取り組んでいます。

Ａ

みんなの

教えて募集

しんとうち んゃしんとうち んゃ教教ええてて

鉄鋼スラグ
ってなに？

鉄鋼製品の製造工程で生まれるものを指します。環境
基準値内の鉄鋼スラグは使用することがあります。環境
基準値を超過した有害物質のフッ素が含まれた鉄鋼ス
ラグが、各地に埋まっていることがわかり、問題となりま
した。

Ａ

重要なことは「環境を汚染するかどうか」です。
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しんとうむら

しんとうむら議会だより98号を読んだ

この他にも、ページごとに多くの意見や指摘をいただきました。今後の参考にしていきます。

ページ数が多いので
「議会だより」ならではの記事を主体に

検討

モニターの意見

「教えてしんとうちゃん」は毎回あっても良い

　　➡99号のP18へ反映

採用

千葉さん 岡本さん 小林さん 森さん 岩丸さん 斎藤さん

パッと見て何の写真か分からないものが多い

　　➡99号では写真のキャプションで工夫

改善

場所等の拡大図は他に位置図もあると良い
　　➡今後の課題

検討

Ｐ２・３の美しい風景写真を消さないよう
記事は下に配置を
　　➡今後の課題

22022.43

しんとうむら

No.98

総額

億円105
令和４年度 予算を可決

　令和４年第１回定例会は、３月１日から14日までの会期で開かれました。一般質問は、７人の議員 が行いました。人事案件１件、条例改正10件、令和４年度予算等の議案34件
が提出され、原案のとおり可決されました。追加議案で発議２件が提出され、１件が可決されました。

詳細については、広報しんとう４月
号４・５ページをご覧ください。

に過去最高教育・福祉を重点
注目 気になる主な事業！

学校整備事業
9291万円9291万円

北小体育館空調設置及び照明改修工事、
中学校特別支援教室増設等

特別会計30.6億円
特別会計は、国民健康保険、後期高
齢者医療、介護保険のほか、学校給
食事業と太陽光発電事業です。

公営企業会計11.8億円
今までの上水道事業会計と下水道
事業会計（公共下水道事業、農業集
落排水事業）が、公営企業会計とし
て管理運営されます。

一般会計予算歳入歳出62.6億円

みんなのお財布

予算額
税負担額
借金（村債）残高

●

●

●

●預金（基金）残高

42.9（  1.6)
10.9（  0.8）
13.5（▲1.5)
31.1（  0.8)

住民１人当たりの予算
（万円）

対令和３年度当初予算
▲…はマイナス

地域福祉計画・
地域福祉活動計画策定

357万円357万円

必要な資料作成を行う
（アンケート調査等）

行政手続オンライン化
1980万円1980万円

子育てや介護関係の手続きが
マイナンバーカードとパソコン・

スマートフォン等で
可能に

新型コロナ
ワクチン接種事業

5734万円5734万円

３回目のワクチン接種の実施など

検討
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今号の
表紙
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しんとうむら議会だより

榛東村議会　ホームページについて榛東村議会　ホームページについて
　議会の会期日程や結果について、決定次第議会のホームページに掲載しています。
また、議会のしくみや議会用語などについても説明していますので、ぜひご覧ください。

榛東村議会
クリック
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相馬ヶ原駐屯地

渋　

川

スス

所　在　地：榛東村新井
路　線　名：一般県道　南新井前橋線
事 業 内 容：バイパス整備　延長2.6㎞　幅12.5ｍ
全体事業費：約32億円
事 業 期 間：平成29年度～令和８年度（10年間）
緊急輸送道路：（第一次緊急輸送道路）

県道南新井前橋線バイパス（第４期工区）の事業概要

事業の詳細は、群馬県ホー
ムページのよくわかる公共
事業をご覧ください。

県道南新井前橋線バイパスは
どこを通るの？
県道南新井前橋線バイパスは
どこを通るの？

村民の
疑問に
答える

　県道南新井前橋線は、上毛大橋からの延伸道とも言われています。上武道路から上毛大橋、駒寄スマートイン
ターチェンジ周辺を通り、榛東村役場までつながる道路です。現在は、高崎渋川線バイパスの雛子の信号（３期
工区）まで開通し、残りの役場までの４期工区の整備が進められているところです。群馬県の事業で、令和８年
度に完成予定です。なお、榛東村が整備を進める防災中枢機能施設（公民館と給食センターの複合施設）もこの
沿線（榛東中学校グラウンドの東側）に建設される予定です。

資料提供：渋川土木事務所

R4事業予定
○道路改良工事 L=約200ｍ整備予定

事業進捗
○「よくわかる公共事業」記載を参照ください。

県道南新井前橋線（４期工区）資料提供

至
渋
川

至
高
崎

榛東北小学校

榛東中学校

榛東村役場

相馬ヶ原駐屯地


